
守備陣奮闘決定機許さず

狙
い
通
り
も
あ
と
一
歩
静
岡

第２日
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パ
ラ
グ

ア
イ
（
４
）

３
１
｜
０

２
｜
０

０

オ
ー
ス

ト
ラ
リ

ア（
０
）

▽
得
点
者
【
パ
】
ボ
ガ
ー
ド
２

（
な
し
、
な
し
）
ロ
メ
ロ
（
ボ

ガ
ー
ド
）

き
の
う
の
結
果

日

本

０
―
０

静

岡

（
Ｐ
Ｋ
３
―
２
）

パ
ラ
グ

ア
イ

３
―
０

オ
ー
ス

ト
ラ
リ

ア

あ
す
の
試
合

静

岡

オ
ー
ス

ト
ラ
リ

ア

日

本

パ
ラ
グ

ア
イ

（
会
場
は
草
薙
陸
上
競
技

場
）
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日
本
は
Ｐ
Ｋ
戦
を
辛
く
も
制
し
、
４
年
ぶ

り
に
静
岡
ユ
ー
ス
を
下
し
た
。
後
半
は
相
手

に
流
れ
を
渡
し
た
が
、
２
試
合
連
続
で
無
失

点
。
守
備
陣
が
体
を
張
っ
て
ボ
ー
ル
を
は
ね

返
し
、
決
定
機
を
許
さ
な
か
っ
た
。

序
盤
は
積
極
的
に
ミ
ド
ル
シ
ュ
ー
ト
を
放

ち
攻
撃
に
リ
ズ
ム
を
生
ん
だ
。
だ
が
、
静
岡

ユ
ー
ス
の
球
際
の
強
さ
に
て
こ
ず
り
、
次

第
に
勢
い
を
失
っ
た
。
パ
ス
ミ
ス
が
目
立

ち
始
め
、
観
衆
を
沸
か
す
よ
う
な
攻
撃
の

場
面
は
少
な
か
っ
た
。
ゲ
ー
ム
主
将
の
福
岡

（
京
都
ユ
ー
ス
）
は
「
静
岡
が
前
の
め
り
に

な
っ
た
時
に
ペ
ー
ス
が
つ
か
め
な
か
っ
た
」

と
厳
し
い
時
間
帯
の
打
開
力
に
課
題
を
残
し

た
。Ｐ

Ｋ
で
は
Ｇ
Ｋ
相
沢
（
日
本
文
理
高
）
が

シ
ュ
ー
ト
２
本
を
止
め
た
。
１
９
０
㌢
の
守

護
神
は
「
相
手
の
軸
足
を
じ
っ
く
り
観
察
し

て
蹴
る
方
向
を
読
み
切
る
こ
と
が
で
き
た
」

と
胸
を
張
っ
た
。

勝
ち
点
を
５
に
伸
ば
し
、
最
終
戦
の
パ
ラ

グ
ア
イ
に
勝
て
ば
５
年
ぶ
り
に
優
勝
が
決
ま

る
。
「
こ
の
チ
ー
ム
で
は
次
が
最
後
だ
が
、

代
表
と
し
て
戦
う
気
持
ち
を
見
せ
て
ほ
し

い
」
と
影
山
監
督
。
頂
点
を
勝
ち
取
る
の
は

も
ち
ろ
ん
、
選
手
に
は
今
後
も
日
の
丸
を
背

負
う
自
覚
を
持
つ
こ
と
も
求
め
た
。

（
萩
原
正
司
）

静
岡
ユ
ー
ス
｜
Ｕ
｜
18
日
本

前
半
、
静
岡
ユ
ー
ス
・
佐
野
の
突
破
を
防
ぐ
Ｕ
｜
18
日
本
・
起
（
右
）

‖
愛
鷹
広
域
公
園
多
目
的
競
技
場
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日

本

（
５
）

０
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｜
０

０
｜
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０

静

岡

（
３
）

（
Ｐ
Ｋ
３
｜
２
）

【
日

本
】
４
・
４
・
２

相 沢 日本文理高
菅 原 名古屋ユース
石 尾 Ｃ大阪ユース
岡 本 新潟ユース
起 興国高
福 岡 京都ユース
安 島 大宮ユース
上 月 京都ユース
水 野 大津高
喜 田 Ｃ大阪ユース
榎 本 前橋育英高

ＧＫ

ＳＨ８
３ＣＫ２
６ＦＫ
６ＧＫ９

梅 田 清水ユース
山 田 浜松開誠館高
平 松 磐田ユース
監 物 清水ユース
菊 地 ＪＦＡアカデミー福島
清 水 静岡学園高
清 田 磐田ユース
鈴 木 常葉大橘高
塩 浜 静岡学園高
佐 野 清水ユース
名 木 科学技術高

【
静

岡
】
４
・
４
・
２

▽
交
代【
静
】斉
藤
・
清
水
ユ
ー
ス
（
名

木
）
八
木
・
清
水
桜
が
丘
（
鈴
木
）
神

田
・
静
岡
学
園
高
（
清
田
）
【
日
】
檀

崎
・
青
森
山
田
高
（
上
月
）
宮
代
・
川

崎
ユ
ー
ス
（
喜
田
）
石
井
・
鳥
栖
ユ
ー

ス（
榎
本
）松
尾
・
市
船
橋
高
（
水
野
）

岸
本
・
市
船
橋
高
（
岡
本
）

Ｓ
Ｂ
Ｓ
カ
ッ
プ
国
際
ユ

ー
ス
サ
ッ
カ
ー
（
日
本
サ

ッ
カ
ー
協
会
、
県
サ
ッ
カ

ー
協
会
、
静
岡
新
聞
社
・

静
岡
放
送
主
催
）
第
２
日

は

日
、
愛
鷹
広
域
公
園

多
目
的
競
技
場
で
２
試
合

を
行
っ
た
。
Ｕ
｜

（

歳
以
下
）
日
本
代
表
は
静

岡
ユ
ー
ス
を
Ｐ
Ｋ
戦
で
下

し
、
勝
ち
点
５
で
首
位
に

立
っ
た
。
静
岡
か
ら
の
白

星
は
４
年
ぶ
り
。
Ｕ
｜

パ
ラ
グ
ア
イ
代
表
は
Ｕ
｜

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
代
表

を
３
｜
０
で
下
し
た
。
パ

ラ
グ
ア
イ
が
勝
ち
点
４
の

２
位
、
静
岡
が
同
３
の
３

位
。
勝
ち
点
０
の
オ
ー
ス

ト
ラ
リ
ア
は
優
勝
の
可
能

性
が
な
く
な
っ
た
。
最
終

日
は

日
、
草
薙
陸
上
競

技
場
で
静
岡
｜
オ
ー
ス
ト

ラ
リ
ア
、
日
本
｜
パ
ラ
グ

ア
イ
を
行
う
。

【
評
】
日
本
と
静
岡
は

決
定
力
を
欠
き
、
互
い
に

無
得
点
。
Ｐ
Ｋ
戦
で
日
本

が
勝
利
し
た
。

前
半
は
日
本
が
鋭
い
プ

レ
ス
で
リ
ズ
ム
を
つ
か
ん

だ
。
上
月
、
榎
本
ら
が
ゴ

ー
ル
に
迫
っ
た
が
、
枠
を

捉
え
る
シ
ュ
ー
ト
は
少
な

か
っ
た
。
後
半
は
静
岡
ペ

ー
ス
。

分
の
斉
藤
の
シ

ュ
ー
ト
は
ゴ
ー
ル
寸
前
で

相
手
Ｄ
Ｆ
が
ク
リ
ア
し

た
。
Ｐ
Ｋ
戦
は
日
本
の
Ｇ

Ｋ
相
沢
が
２
本
止
め
た
。
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ｂ
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ｂ
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効率的に攻撃封じた

Ｕ― パラグアイ代表グスタボ・
モリニゴ監督の話 中盤でボールを
奪える選手を起用し、効率的にオー
ストラリアの攻撃を封じることがで
きた。（最終戦の）日本は手ごわい
相手。戦術をじっくり考えたい。

パラグアイ全て強かった

Ｕ― オーストラリア代表ミリチ
ッチ・アンソニー監督の話 パラグ
アイは全ての面で強かった。体調を
崩した選手が多く、本来のポジショ
ンではない選手がいた。そこが残念
だった。
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ｂ
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【
評
】
パ
ラ
グ
ア
イ
が

３
得
点
し
て
オ
ー
ス
ト
ラ

リ
ア
に
快
勝
し
た
。

パ
ラ
グ
ア
イ
は
前
半

分
、
左
サ
イ
ド
か
ら
の
折

り
返
し
を
ボ
ガ
ー
ド
が
押

し
込
ん
で
先
制
。
後
半
も

主
導
権
を
渡
さ
ず
、
ゴ
ー

ル
前
の
混
戦
か
ら
２
点
を

追
加
し
た
。

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
は
攻

守
に
精
彩
を
欠
き
、
シ
ュ

ー
ト
２
本
に
終
わ
っ
た
。

Ｕ
｜
18
パ
ラ
グ
ア
イ
｜
Ｕ
｜
18
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア

前
半
30
分
、
先
制
ゴ
ー
ル
を
決
め
る

Ｕ
｜
18
パ
ラ
グ
ア
イ
・
ボ
ガ
ー
ド
（
中
央
）
‖
愛
鷹
広
域
公
園
多
目
的
競
技
場

【
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア

】
４
・
５
・
１

【
パ
ラ
グ
ア
イ
】
４
・
３
・
３

▽
交
代
【
パ
】
ア
ル
モ
ア
（
ロ
ロ
ン
）

オ
ヘ
ダ
（
ロ
ド
リ
ゲ
ス
）
ベ
ガ
（
ロ
メ

ロ
）
松
岡
（
ボ
ガ
ー
ド
）
【
オ
】
イ
タ

リ
ア
ノ
（
マ
ジ
ス
）
ア
ク
バ
リ
（
ナ
ジ

ャ
ー
ル
）

ＧＫ

ＳＨ２
２ＣＫ１
ＦＫ
９ＧＫ８

リー
ピエリアス
ディアリーゴ
メメティ
キング
マジス
アダム
シルベラ
ナハリーン
ナジャール
ロバーツ

ミエルス
キンテロ
ソサ
フェルナンデス
アルバレス
ロロン
ビジャサンティ
ゴメス
ボガード
ロドリゲス
ロメロ

狙
い
通
り
の
試
合
展
開

に
持
ち
込
ん
だ
静
岡
だ

が
、
あ
と
一
歩
で
白
星
を

逃
し
た
。
序
盤
の
劣
勢
か

ら
流
れ
を
引
き
戻
し
、
後

半
は
押
し
気
味
に
進
め

た
。
だ
が
、
終
了
間
際
の

斉
藤
の
決
定
機
は
寸
前
で

ク
リ
ア
さ
れ
無
得
点
に
終

わ
っ
た
。渡
辺
監
督
は「
最

後
は
静
岡
の
流
れ
だ
っ

た
。
１
点
も
取
れ
な
か
っ

た
の
は
誤
算
だ
っ
た
」
と

悔
し
さ
を
に
じ
ま
せ
た
。

指
揮
官
が
「
ハ
イ
レ
ベ

ル
」
と
称
す
る
守
備
陣
が

日
本
の
攻
撃
を
封
じ
た
。

相
手
に
ボ
ー
ル
を
持
た
れ

て
も
ゴ
ー
ル
前
へ
の
進
入

を
許
さ
な
い
。
Ｄ
Ｆ
監
物

は
「
バ
ラ
ン
ス
よ
く
守
れ

て
い
た
」
と
決
定
機
を
与

え
な
か
っ
た
。

序
盤
に
最
終
ラ
イ
ン
か

ら
ロ
ン
グ
ボ
ー
ル
を
多
用

し
た
選
択
は「
作
戦
通
り
」

と
Ｄ
Ｆ
平
松
。
リ
ス
ク
を

減
ら
し
て
試
合
の
ペ
ー
ス

を
つ
か
み
、
後
半
に
仕
掛

け
た
。
ゴ
ー
ル
前
の
動
き

だ
し
が
特
徴
の
斉
藤
、
突

破
力
に
優
れ
た
八
木
、
技

術
に
優
れ
た
神
田
を
次
々

と
投
入
。渡
辺
監
督
は「
最

後
は
攻
撃
を
中
心
に
考
え

た
采
配
を
し
た
」
と
振
り

返
る
。

Ｐ
Ｋ
戦
で
惜
し
く
も
敗

れ
た
が
、
同
世
代
の
日
本

代
表
に
引
け
を
取
ら
な
い

戦
い
を
見
せ
た
。
清
水
主

将
は
「
次
に
つ
な
が
る
試

合
だ
っ
た
。
優
勝
す
る
チ

ャ
ン
ス
は
あ
る
。
万
全
の

準
備
を
し
た
い
」
と
最
終

戦
に
目
を
向
け
た
。

（
岡
田
拓
也
）

、
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